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ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
で
寝
た
き
り
予
防

●

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す
（
第
２
回
）

●

耐
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診
断
料
と
補
強
工
事
費
の
一
部
を
補
助
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転
倒
か
ら
寝
た
き
り
に

　
寝
た
き
り
に
な
る
き
っ
か
け
の
多
く
が
、

転
倒
や
骨
折
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
原
因
は
高
齢
に
な
る
と
筋
力
が
弱
り
、
足

を
し
っ
か
り
上
げ
な
い
「
す
り
足
」
気
味
に

な
り
、
小
さ
な
も
の
に
つ
ま
ず
い
た
り
、
ち

ょ
っ
と
し
た
段
差
な
ど
に
引
っ
か
か
っ
た
り

す
る
た
め
で
す
。
自
分
自
身
の
力
で
し
っ
か

り
歩
く
こ
と
で
転
倒
・
骨
折
を
予
防
す
る
こ

と
で
、
寝
た
き
り
に
な
ら
ず
に
済
み
ま
す
。

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に 

 

寝
た
き
り
を
予
防
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

 

多
く
の
人
が
実
践
し
て
い
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。

も
ち
ろ
ん
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
に
は

効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
す

り
足
を
改
善
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
す

り
足
を
防
ぐ
に
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
と
も
に
、

筋
ト
レ
（
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。
筋
ト
レ
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
並
行
し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
分
自
身

で
し
っ
か
り
歩
く
こ
と
が
で
き
る
力
を
、
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

今
か
ら
で
も
間
に
合
う

 

い
ま
さ
ら
何
を
や
っ
て
も
無
駄
だ
。
い
ま

さ
ら
筋
ト
レ
な
ん
か
や
っ
て
も
筋
力
が
つ
く

わ
け
が
な
い
と
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
大
丈
夫
で
す
。
80
歳
の
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
、

筋
ト
レ
で
筋
肉
が
増
え
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
、

高
齢
者
向
け
の
運
動
メ
ニ
ュ
ー
が
開
発
さ
れ

ま
し
た
。
き
ち
ん
と
し
た
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ

ク
（
医
学
的
検
査
）
。
そ
し
て
、
個
々
に
あ

っ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
指
導
者
の
指
導

の
も
と
で
実
践
し
て
い
け
ば
、
体
力
が
上
が
り
、

す
り
足
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
で
若
返
り

 

市
で
行
っ
て
い
る
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
は
、

一
人
ひ
と
り
の
体
力
に
合
わ
せ
た
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
定
期
的
な
体
力
評
価
と

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、

高
齢
者
の
体
力
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
で
、
転

倒
や
骨
折
防
止
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
実
際
、

受
講
者
に
は
、
体
力
年
齢
が
若
返
る
な
ど
の

効
果
が
現
れ
ま
し
た
。

 

さ
ら
に
、
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
一
層
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

誰
も
が
迎
え
る
老
後
。
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
か
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
自
立
し
て
明
る
い
老
後
を
迎
え
た
い
。
そ
れ
は
誰
で

も
願
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
、
自
分
自
身
で
自
分
の
健
康
と
体
力
を
増

進
す
る
こ
と
で
、
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

初回 初回

72

70

68

66

64

62

60

70.7歳

64.3歳

（歳）

実年齢
68.3歳

可児市1期生の成果
教室1期生の体力年齢の変化

若返り効果！

ヘルスアップ（筋力トレーニング）教室の3期生を募集します。

ヘルスアップ教室の流れ

●対象者　６０歳以上で３年間継続できる人（受け付

　け後健康状況の判定を行います）

●定員　各コース15人

●受講料　毎月１，７５０円（初回に歩数計やテキスト代

　金として６，５００円必要）

●申込締切　５月19日（金）午後５時15分（厳守）

●申込・問合先　いきいき長寿課

●コースおよび説明会と抽選日

コース 時間
（２時間程度）

説明会・抽選会
（場所：可児川苑集会室）

①月曜日午前

②月曜日午後

③水曜日午前

④金曜日午前

⑤金曜日午後

午前９時30分～

午後１時30分～

午前９時30分～

午前９時30分～

午後１時30分～

５月29日（月）午前９時～

５月29日（月）午後１時～

５月31日（水）午前９時～

５月26日（金）午前９時～

５月26日（金）午後１時～

体力テストによる評価

運動可否判定で運動可と判定される

と、体力テストを行い、個人の身体状

況に合わせた、個別の運動プログラ

ムを作成します。

個別運動プログラムの提供

３～６カ月ごとの体力テス

トの結果に応じて、個別の

運動プログラムシートを

提供します。

運動プログラムの実施

個別運動プログラムシートにより、家庭における
ウオーキングやらくらく筋トレプログラムを週に
3回ほど行います。
また、施設では、自転車エルゴメーターを利用し
たトレーニングやらくらく筋トレを週に２回ほど
行います。
実践した運動プログラムはデータとして保存し
ます。

３
カ
月
後
／
９
カ
月
後
／
１５
カ
月
後

医師による運動可否判定

受講生からはこんな
声が
・出来なかった正座がで

　きるようになった。

・体が柔らかくなって動

　作が機敏になった。

・運動した後の気持ちよ

　さを皆さんに伝えたい

・体調がずいぶんよくな

　ったと喜んでいます。

　生活機能が向上したの

　を感じます。

※説明会と抽選会には必ず出席してください。

握力などの測定をします

運動プログラムシート

施設での筋トレの様子
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要支援認定者（要支援１
・要支援２）

介護保険サービスのう
ち、状態の維持または改
善を目的としたサービ
スを利用します。

要介護認定者（要介護１
～要介護５）

自立した生活が送れる
ようにさまざまな介護
保険サービスを利用し
ます。

地域支援事業の流れ

新予防給付・介護給付の流れ

保
健
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
基
本
健
康
診
査

の
結
果
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
も
と
に
、
特

定
高
齢
者
（
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る

恐
れ
の
あ
る
人
）
を
選
定
し
ま
す
。

特
定
高
齢
者
に
選
定
さ
れ
た
人
に
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
が
、
本
人
や

家
族
と
相
談
し
て
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
な
予
防
プ
ラ
ン
を
作
成
し

ま
す
。

介
護
予
防
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
運
動
器
の

機
能
向
上
、
栄
養
改
善
、
口
腔
機
能
の
向
上

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。

介
護
予
防
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
事
後
の
面

接
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
一
定
期
間
後
の
効
果
を
評
価
し
ま
す
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
い
き

い
き
長
寿
課
へ
要
介
護
認
定
の
申
請
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
既
に
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
市
役
所
か

ら
更
新
の
手
続
き
案
内
を
送
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都

度
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

新
規
お
よ
び
継
続
の
申
請
を
さ
れ
た
人
に
は
、
一
定

の
手
続
き
を
経
た
あ
と
、
介
護
認
定
審
査
会
に
お
い

て
、
要
介
護
度
の
審
査
判
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

要
支
援
１
ま
た
は
要
支
援
２
と
判
定
さ
れ
た
人
は
、

新
予
防
給
付
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
ず
、
い
き
い
き
長
寿
課
内
の
可
児
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
と
相
談
し
て
、
要
介
護
状

態
と
な
ら
な
い
よ
う
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
要
支
援
状
態
か
ら
要
介

護
状
態
へ
重
度
化
し
な
い
よ
う
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
ま
す
。

要
介
護
１
か
ら
要
介
護
５
ま
で
と
判
定
さ
れ
た
人
は
、

介
護
給
付
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
連
絡
し
て
い
た
だ
き
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
作
成
を
依
頼
し
ま
す
。

従
来
と
同
様
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

要
支
援
、
要
介
護
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
か
っ
た

人
は
、
地
域
支
援
事
業
を
利
用
し
ま
す
。

介護予防サー
ビスを行いま
す。

介護予防マネジメント事業（主に保健師が担当）
 特定高齢者、要支援認定者に対する介護予防ケアマネジメントを行います。
地域支援の総合相談（主に社会福祉士が担当）
 高齢者から各種相談を受け、実態把握、専門相談などを通して、その人に必要なサ
　ービスにつなぎます。
高齢者虐待防止、権利擁護事業（主に社会福祉士が担当）
 高齢者からの権利擁護にかかる相談に対応します。
 成年後見制度を円滑に利用できるように情報提供します。
 虐待早期発見のための地域関係者のネットワーク構築を図ります。
包括的・継続的マネジメント（主に主任ケアマネジャーが担当）
 高齢者が住み慣れた地域で暮らせるよう、主治医、ケアマネジャーなど多くの関係者
　の協働・連携による長期継続ケアマネジメントの支援を行います。

配食サービス、
生活サポータ
ー派遣事業、
住宅リフォーム
ヘルパー派遣
事業　など

地域支援事業の体系図

介護予防事業 包括的支援事業 任意事業

1

介
護
予
防
の
対
象
者
の
選
定

2

介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成

3

介
護
予
防
事
業
の
給
付

4

介
護
予
防
効
果
の
評
価

1

要
介
護
認
定
の
申
請

2

審
査
・
判
定

3

要
支
援
と
判
定
さ
れ
た
人

4

要
介
護
と
判
定
さ
れ
た
人

5

非
該
当
と
判
定
さ
れ
た
人

地域包括支援センターとは
　地域包括支援センターには、保健師、
社会福祉士、主任ケアマネジャーが
配置され、さまざまな相談に対応し、
包括的支援事業（5ページの下図参照）
を通して、高齢者が地域の中で自分
らしい生活が継続されるよう支援し
ていきます。
 可児市では、平成18年度は市役所
いきいき長寿課の中に可児市地域包
括支援センターを設置し、包括的支
援事業を行います。
 平成19年度以降は、地域包括支援
センターの数を順次増やしていく予
定です。

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す
（
第
２
回
）

介
護
予
防
で

介
護
予
防
で

 
　
　
い
き
い
き
と

　
　
い
き
い
き
と

介
護
予
防
で

 
　
　
い
き
い
き
と

介
護
保
険
制
度
は
、「
高
齢
者
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
」
な

ど
を
目
的
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
で
重
視
さ
れ

て
い
る
介
護
予
防
は
、介
護
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
防
い
だ
り
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
そ
れ
以
上
悪
化
し
な
い
よ
う
に
し
て
、

高
齢
者
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
で
あ
り
、介
護
保
険
制
度
の

基
本
理
念
そ
の
も
の
で
す
。

介
護
保
険
制
度
の
理
念
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、新
た
に
「
地
域

支
援
事
業
」
と
「
新
予
防
給
付
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

介護予防事業の全体概要

高　　齢　　者

・保健センターが実施する基本

　健康診査

・関係機関からの連絡

・訪問活動等による実態把握

　　　　　　　　　　　など

介護予防のスクリーニング
（６５歳以上の人が対象となります。）

・要介護状態区分の審査

【状態の維持または改善可

　能性の審査】

要介護認定

地域支援事業 新予防給付 介護給付

要支援状態から
要介護状態への重度化に

なることの防止

要支援・要介護状態に
なることの防止

元気高齢者
要支援・要介護状態
になる恐れのある人 要支援者 要介護者

要支援・
要介護者

非該当者

要支援・要介護状態に
なる恐れのある人（特
定高齢者）

要支援・要介護状態とな
らないような介護予防
サービスを利用します。
例：転倒骨折予防教室、
栄養指導、口腔ケア

× ×

（
１
）

（
２
）

（
１
）

（
２
）

地域包括支援センターの
保健師がプランを作成します

居宅介護支援事業所の
ケアマネジャーが
プランを作成します

●問合先　いきいき長寿課
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読
書
離
れ
や
読
書
力
の
低
下
を
抑
制
す
る

た
め
に
は
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
読
書
を

す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
、
国
を
挙
げ
て
子
ど
も
の
読
書
活
動

を
支
援
す
る
施
策
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

 
ま
ず
、
平
成
１３
年
１２
月
に
「
す
べ
て
の
子

ど
も
が
あ
ら
ゆ
る
機
会
と
あ
ら
ゆ
る
場
所
に

お
い
て
、
自
主
的
に
読
書
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
そ
の
た
め
の
環

境
の
整
備
を
推
進
す
る
」
こ
と
を
基
本
理
念

と
し
て
、
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
が
公
布
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

 
こ
の
基
本
理
念
に
基
づ
い
て
、
平
成
１４
年

８
月
に
、
国
に
お
い
て
「
子
ど
も
の
読
書
活

動
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」
が
、

さ
ら
に
、
平
成
１６
年
３
月
に
は
岐
阜
県
に
お

い
て
「
岐
阜
県
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計

画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

 
そ
し
て
可
児
市
も
、
国
や
県
な
ど
の
基
本

方
針
や
計
画
に
基
づ
い
て
、
今
年
の
３
月

に
「
可
児
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、
子
ど
も
た
ち
の
本
を
読
む
機

会
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 
「
可
児
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」

の
基
本
方
針
は
、
大
き
く
分
け
て
３
つ
あ

り
ま
す
。

（
１
）
家
庭
、
地
域
、
学
校
等
に
お
け
る

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

 
乳
幼
児
期
か
ら
「
読
み
聞
か
せ
」
や
「
語

り
」
な
ど
、
子
育
て
の
中
で
読
書
に
親
し

む
機
会
を
推
進
し
、
ま
た
、
家
庭
や
地
域
、

学
校
な
ど
の
場
で
心
を
打
つ
良
書
と
出
合
い
、

本
を
手
渡
す
人
と
出
会
う
機
会
を
多
く
持

つ
こ
と
で
、
子
ど
も
の
読
書
欲
を
育
み
ま
す
。

（
２
）
子
ど
も
の
自
主
的
な
読
書
活
動
を

支
え
る
場
の
整
備

 
子
ど
も
が
発
達
段
階
に
応
じ
た
読
書
習

慣
を
身
に
付
け
、
自
ら
読
書
の
楽
し
さ
を

共
有
で
き
る
場
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
を
市
民
全
体
で
育
て
て
い
く
と
い
う

認
識
で
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
心
豊
か

な
子
ど
も
の
育
成
の
一
つ
に
読
書
を
推
進

し
ま
す
。

（
３
）
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
啓
発
と
推

進
体
制
の
整
備

　
子
ど
も
の
読
書
普
及
は
、
大
人
の
責
任

と
役
割
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
普
及
、

啓
発
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
読

書
に
関
す
る
関
係
諸
機
関
や
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
や
、
子
ど

も
を
取
り
巻
く
大
人
が
読
書
に
興
味
を
持
ち
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て

関
心
を
高
め
る
た
め
、
広
報
活
動
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

 
３
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
た
子
ど
も

読
書
活
動
を
推
進
の
た
め
の
方
策
は
、
具

体
的
に
６
つ
あ
り
ま
す
。

①
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

　
推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
家
庭
教
育
学
級
（
乳
幼
児
期
、
幼
児
期
、

　
小
学
校
・
中
学
校
期
）、母
子
保
健
事
業（
乳

　
児
健
診
な
ど
）や
、子
育
て
支
援
事
業
な
ど

　
の
機
会
で
読
書
活
動
を
推
進

・
「
家
庭
教
育
手
帳
」
や
、
可
児
市
子
ど
も

　
セ
ン
タ
ー
発
行
「
ラ
ン
タ
ン
」
な
ど
の

　
情
報
誌
に
よ
る
読
書
の
啓
発

・
「
花
の
ま
ち
可
児
・
手
づ
く
り
絵
本
大
賞
」

　
を
通
し
て
、
本
に
親
し
み
、
読
書
を
楽

　
し
む
心
を
育
む

②
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

　
推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
児
童
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
な
ど
の
図
書

　
コ
ー
ナ
ー
を
充
実
し
、
子
ど
も
た
ち
の

　
読
書
の
環
境
を
整
備

・
図
書
館
の
団
体
貸
出
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

　
有
効
に
利
用
し
た
、
地
域
、
学
校
、
図

　
書
館
と
の
連
携

・
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞

　
か
せ
や
紙
芝
居
な
ど
の
実
施

③
図
書
館
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動

　
の
推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
「
可
児
市
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、良
書
の

　
収
集
と
保
存

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
か
に
っ
子
だ
よ
り
」

　
な
ど
に
よ
る
図
書
情
報
の
発
信

・
利
用
し
や
す
い
効
果
的
な
図
書
の
配
架

　
に
よ
る
場
の
整
備

・
市
内
の
学
校
へ
移
動
図
書
館
を
巡
回
し
、

　
図
書
館
の
利
用
促
進
を
行
う

④
学
校
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

　
推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
学
校
図
書
館
と
市
立
図
書
館
と
の
連
携

　
を
図
り
、
図
書
を
充
実
さ
せ
る

・
学
級
文
庫
や
特
設
文
庫
の
設
置

・
朝
読
書
や
昼
読
書
な
ど
の
充
実

⑤
幼
稚
園
・
保
育
園
に
お
け
る
子
ど
も
の

　
読
書
活
動
の
推
進
　
　
　
　
　
　
　
　

・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
お
話
の
時
間
の

　
充
実

・
本
を
貸
し
出
し
、
親
子
で
本
に
親
し
む

　
機
会
づ
く
り
を
進
め
る

⑥
市
民
へ
の
啓
発
、
広
報
の
読
書
推
進
　

・
子
ど
も
の
読
書
週
間
の
啓
発

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
を
行
い
、
活
動
を

　
支
援
す
る

 
こ
の
基
本
方
針
、
推
進
方
策
を
基
に
し
て
、

子
ど
も
の
本
を
読
む
環
境
を
整
え
、
本
に

触
れ
る
機
会
を
増
や
し
ま
す
。

 
そ
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
が

本
に
関
心
や
親
し
み
を
持
ち
、
一
冊
で
も

多
く
本
と
触
れ
合
え
る
よ
う
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

           
本
を
読
み
心
の
表
現
力
を
高
め
る
こ
と
は
、

成
長
し
て
い
く
子
ど
も
に
と
っ
て
大
事
な

こ
と
で
す
。
幼
い
こ
ろ
、
家
庭
や
学
校
、

文
庫
な
ど
で
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居

を
見
た
経
験
が
あ
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

始
ま
る
時
間
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
り
、
身

を
乗
り
出
し
て
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
た

り
し
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

 
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の

本
に
対
す
る
気
持
ち
は
同
じ
で
す
。
身
近

な
と
こ
ろ
に
本
を
置
い
て
、
一
緒
に
本
を

読
ん
だ
り
、
良
い
と
思
う
本
を
勧
め
て
あ

げ
る
こ
と
で
自
然
と
読
書
離
れ
し
て
い
た

子
ど
も
も
本
に
関
心
を
持
つ
で
し
ょ
う
。

読
書
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
せ
ん
か
。

●
問
合
先
　
図
書
館

　「こどもの読書週間」を皆さ

んは知っていますか。

４月23日～５月12日までの３週

間を「こどもの読書週間」と呼びます。

　子どもの読書活動の普及・啓発を図るために、昭和

34年に社団法人読書推進運動協議会が制定したもので、

今年で48回目。もともとは５月１日～14日の２週間で

した。しかし、平成13年に公布された「子どもの読書

活動推進法」で、４月23日を「子ども読書の日」と制

定したため、この日を含めた３週間が現在の「こどもの

読書週間」となりました。

 ちなみに、４月23日は

昔からスペインを中心に、

女性が男性にバラを、男

性は女性に本を贈る「サ

ン・ジョルディの日」で

もあります。

 今年の「こどもの読

書週間」の標語は「魔

法の国へのパスポー

ト」。本を読んで、夢

や魔法という美しい世

界に引き込まれてみま

せんか。

 図書館本館、帷子お

よび桜ケ丘分館では、

この期間中、たくさん

の本を読んでもらおう

とＰＲ活動の一環とし

てのぼり旗を設置して

います。黄色い旗が目印です。

 この機会にぜひ図書館をご利用ください。また、広

報かに３月１日号で特集した、携帯電話からの利用も

お待ちしています。

555月月月121212日（金）まで「こどもの読書週間」です日（金）まで「こどもの読書週間」です日（金）まで「こどもの読書週間」です日（金）まで「こどもの読書週間」ですどもの読書週間」です日（金）まで「こどもの読書週間」で

子
ど
も
た
ち
に
読
書
の
喜
び
・
楽
し
さ
を
！

可
児
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

可
児
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

今
日
、子
ど
も
の
読
書
離
れ
や
読
書
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
を
読
む
こ
と
は
、言
葉
を
学
び
、喜
ん
だ
り
泣
い
た
り
怒
っ
た
り
す
る
心
の
表
現
力
を
高
め
ま
す
。

市
は
、子
ど
も
た
ち
の
感
性
を
磨
き
、創
造
力
を
豊
か
に
す
る
上
で
大
切
な
、本
を
読
む
機
会
を
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
増
や
そ
う
と
、新
た
な
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

国
や
県
か
ら
動
き
始
め
た
計
画

可
児
市
の
基
本
方
針
と
は

推
進
す
る
た
め
の
方
策
は

読
書
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
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耐震診断料と補強工事費の一部を補助

○△□耐震改修計画図

補強計画

補強工事完了

耐震診断

耐震対策の流れ 耐震診断料と補強工事費の一部を補助

　
市
で
は
、
地
震
発
生
時
に
お
け
る
既
存
建

築
物
の
倒
壊
な
ど
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る

た
め
、
従
来
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
お
よ
び

木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
費
用
の
補
助
事
業

を
拡
充
し
、
耐
震
診
断
で
は
、
対
象
要
件
の

建
築
時
期
要
件
、
構
造
要
件
を
拡
大
し
ま
し

た
。
ま
た
、
耐
震
補
強
工
事
で
は
、
し
ば
ら

く
の
間
、
従
来
の
補
助
金
額
に
加
算
金
が
つ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

突
然
の
大
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
か
ら
生

命
や
財
産
を
守
る
備
え
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

 
次
の
要
件
を
満
た
す
木
造
住
宅
が
補
助
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
18
年
度
は
30
戸
を
対
象

予
定
に
し
て
い
ま
す
。

○
一
戸
建
て
の
住
宅
、
長
屋
お
よ
び
共
同
住

　
宅
、
併
用
住
宅

○
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
面
積
の
半
分

　
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の

○
木
造
軸
組
工
法
、
枠
組
壁
工
法
ま
た
は
伝

　
統
工
法
に
限
り
ま
す

○
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
な
ど
は
、
居
住
者

　
の
承
諾
を
得
て
い
る
も
の

 
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
相
談
士
が
「
岐
阜

県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
ま
た

は
（
財
）
日
本
建
築
防
災
協
会
の
「
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
と
補
強
方
法
　
木
造
住
宅
の

耐
震
精
密
診
断
と
補
強
方
法
（
改
訂
版
）
」

に
基
づ
く
耐
震
診
断
に
限
り
ま
す
。

 　
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
の
所
有
者
個
人
に

限
り
ま
す
。

 
１
戸
当
た
り
の
補
助
金
限
度
額
は
表
１
の

と
お
り
で
す
。
（
簡
易
な
診
断
の
場
合
）

（
注
１
）耐
震
診
断
料
が
３
万
円
を
超
え
る
場

　
合
で
も
、補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、補

　
助
金
限
度
額
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

（
注
２
）精
密
な
診
断
の
場
合
は
、一
定
の
額
に

　
床
面
積
を
乗
じ
た
額
が
補
助
対
象
限
度
額

　
と
な
り
ま
す
。

 

前
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
木
造
住
宅
耐
震
診

断
事
業
の
対
象
住
宅
以
外
の
建
築
物
。
た
だ
し
、

建
築
物
の
構
造
で
大
臣
等
の
特
別
な
認
定
を

受
け
た
も
の
を
除
き
ま
す
。

 

長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
な
ど
は
、
居
住
者

な
ど
の
承
諾
が
必
要
で
す
。
18
年
度
は
３
棟

を
対
象
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

 

次
に
該
当
す
る
も
の
が
補
助
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
設
さ
れ
た

　
建
築
物
の
耐
震
診
断

○
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に
建
設
さ
れ
た

　
建
築
物
の
構
造
再
計
算
。
た
だ
し
、
建
設

　
当
時
の
構
造
関
係
書
類
が
現
存
し
な
い
場

　
合
は
、
耐
震
診
断
が
実
施
さ
れ
る
も
の

（
注
）
一
定
の
基
準
に
基
づ
い
た
耐
震
診
断
で
、

　
そ
の
結
果
を
特
別
な
機
関
で
審
査
を
受
け

　
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

○
市
内
に
あ
る
建
築
物
の
所
有
者

○
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
管
理
組

　
合
ま
た
は
管
理
組
合
法
人

 

１
棟
当
た
り
の
補
助
金
限
度
額
は
表
２
の

と
お
り
で
す
。

 

（
注
１
）耐
震
診
断
料
が
１
５
０
万
円
を
超
え

　
る
場
合
で
も
、補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

　
補
助
金
限
度
額
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

（
注
２
）一
定
の
額
に
床
面
積
を
乗
じ
た
額
で
補
助

　
対
象
費
用
を
算
出
し
ま
す
。

 

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
に
よ
る
耐
震
診

断
の
結
果
、
次
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
も

の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
平
成
18
年
度
は
３

戸
を
対
象
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

○
「
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア

　
ル
」
の
診
断
結
果
が
建
物
評
点
２
以
下
と

　
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
補
強
し
、
建
物
評
点

　
を
４
以
上
と
す
る
工
事

○（
財
）
日
本
建
築
防
災
協
会
の
「
木
造
住
宅

　
の
耐
震
診
断
と
補
強
方
法
　
木
造
住
宅
の
耐

　
震
精
密
診
断
と
補
強
方
法
（
改
訂
版
）
」
の

　
診
断
結
果
で
、
建
物
評
点
０
・
７
未
満
の
木

　
造
住
宅
を
補
強
し
、
建
物
評
点
１
・
０
以
上

　
と
す
る
工
事

（
注
）
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
相
談
士
が
耐

　
震
補
強
に
関
し
設
計
お
よ
び
工
事
監
理
を

　
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
設
計
お

　
よ
び
工
事
監
理
の
費
用
は
、
補
助
金
が
あ

　
り
ま
せ
ん
の
で
実
費
と
な
り
ま
す
）

 

市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
の
所
有
者
個
人
で
、

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
に
よ
る
耐
震
診
断

を
受
け
た
人
に
限
り
ま
す
。 

 

１
戸
当
た
り
の
補
助
金
限
度
額
は
表
３
の

と
お
り
で
す
。

（
注
）補
強
工
事
費
が
１
２
０
万
円
を
超
え
る

　
場
合
で
も
、補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

　
補
助
金
限
度
額
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

※
岐
阜
県
地
域
住
宅
計
画
に
よ
る
地
域
住
宅
交

　
付
金
が
活
用
可
能
な
場
合
の
み
、最
高
24
万

　
円
の
補
助
金
の
加
算
が
あ
り
ま
す
。

 

ま
た
、こ
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
さ
れ
た
人

　
は
、所
得
税
の
特
別
控
除
や
固
定
資
産
額
の
減

　
額
措
置
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先
　
建
築
指
導
課

要
件
を
拡
大
し
ま
し
た

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

対
象
と
な
る
木
造
住
宅

対
象
と
な
る
耐
震
診
断

補
助
を
受
け
ら
れ
る
人

補
助
金
の
額

建
築
物
耐
震
診
断
事
業

対
象
と
な
る
建
築
物

対
象
と
な
る
耐
震
診
断
・
構
造
再
計
算

補
助
を
受
け
ら
れ
る
人

補
助
金
の
額

木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事

対
象
と
な
る
工
事

補
助
を
受
け
ら
れ
る
人

補
助
金
の
額

大丈夫ですか

建物の耐震対策
すすすすすすすすすすすすますますしましましし補助補助補補部を部をををのののののののの事費用事費用費費費費補強工事補強工事補補・・診診診診耐震耐震、、はははは市は、市は、市市市市 費費費費震診断 補強震診断 補強 ををを補助しを補助ししましまは 耐震診断・補強工事費用のは 耐震診断・補強工事費用の補補断・補強工事費用の一部を補断・補強工事費用の一部を補のののののの ををを補を補強強診診診診ははは 耐震診断 補強工事費用の 部を補助しますは 耐震診断 補強工事費用の 部を補助します市は、耐震診断・補強工事費用の一部を補助します。

いつ起こるかわからない地震に備えて、建物の強さのチェックと補強を行い、生命と財いつ起こるかわからない地震に備えて、建物の強さのチェックと補強を行い、生命と財いつ起こるかわからない地震に備えて、建物の強さのチェックと補強を行い、生命と財
産を守りましょう。産を守りましょう。産を守りましょう。
申し込みは、申し込みは、申し込みは、55月月月月月8日（月）から受け付けします。（先着順）日（月）から受け付けします。（先着順）日（月）から受け付けします。（先着順）

表１ 補助金限度額表（１戸当たり）

項　　目 内　　容

耐震診断補助
対象限度額 3万円

３分の２

2万円

補　助　率

補助金限度額

表2 補助金
限度額表（１棟当たり）

項　　目 内　容

耐震診断補助
対象限度額 150万円

3分の2

100万円

補　助　率

補助金限度額

表3 補助金
限度額表（１戸当たり）

項　　目 内　容

補強工事補助
対象限度額 120万円

2分の1

60万円

補　助　率

補助金限度額
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　悩み事から一日の出来事まで、何でも聞いて
くれるような、優しい顔をしたお守り地蔵。鈴
木さんの手作りです。
 和裁を手掛けて75年。数年前に引退し、記念
に呉服屋からいただいた布を眺めて何をしよう
か考えていたころ、お守り地蔵を作る女性と偶
然出会い、ぜひ教えて欲しいと声をかけました。
 これまでに700体近くのお守り地蔵を作りま
したが、いまだに納得のいく物は出来上がらな
いそうです。「どれだけ作っても、売ってお金
をもらおうとは思わないの。みんなが喜んでも
らってくれることが一番の幸せ」と話す鈴木さん。
お地蔵さんを作るようになってから引退してい
た料理もやるようになり、脳も体も若返ったと
いいます。鈴木さんの大らかさが、お守り地蔵
を通して伝わります。

優しく見守ってくれる
　　手作りのお守り地蔵

●鈴木 キクエ さん（桜ケ丘・90歳）

【場　所】
現在の中濃大橋付近

承久の乱の古戦場　大井戸の渡し

8

　
承
久
の
乱
と
は
、
鎌
倉
幕
府
の
実
権
が
北
条
氏
へ
移
り
つ
つ
あ

っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
公
家
の
不
満
が
募
り
、
以
前
か
ら
幕
府
に

対
し
て
不
満
を
抱
い
て
い
た
京
の
後
鳥
羽
上
皇
が
、
北
条
氏
を
追

討
し
よ
う
と
計
画
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

 

幕
府
軍
は
、
東
海
・
東
山
・
北
陸
の
三
道
に
分
か
れ
て
京
に
向

け
進
撃
し
、
上
皇
方
は
木
曽
川
を
防
衛
線
と
し
て
こ
れ
を
迎
え
撃

ち
ま
し
た
。

 

こ
の
時
、
東
山
道
の
幕
府
軍
と
上
皇
方
が
戦
っ
た
場
所
が
、
現

在
の
土
田
の
渡
付
近
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
土
田
側
に
幕
府
軍
、

対
岸
（
現
在
の
美
濃
加
茂
市
）
に
上
皇
方
が
布
陣
し
、
戦
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
こ
の
場
所
を
「
大
井
戸
の
渡
し
」
と
言

い
ま
し
た
。
古
く
か
ら
川
を
渡
る
場
所
で
も
あ
っ
た
の
で
、
土
田

の
「
渡
」
と
い
う
地
名
も
、
こ
の
「
渡
し
」
か
ら
来
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

歴
史
を
大
き
く
動
か
し
た
戦
い
は
、
私
た
ち
の
す
ぐ
そ
ば
で
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

潸



社会福祉に…
●可児市陶芸サークル連絡協議会　●かにフリーマーケット
の会　●今渡南小学校　●ユニー㈱可児店　●日赤奉仕団
下恵土分団　●小栗会　●杏の会　●久々利ふれあい祭り実
行委員会　●国際園芸アカデミー樹木剪定管理講座受講者（３
月４日講座、３月１２日講座、３月１８日講座）　●ぎふしん愛の預
金会　●サンシュー興産㈱　●すみれ楽園　●帷子民生児童
委員協議会　●東濃信用金庫可児支店、広見支店、兼山支店

学校に･･･
●桜ケ丘ハイツ自治連合会簡保払込団体

公民館に･･･
●可児人形
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次の皆さんから浄財などの
寄付がありました。（敬称略）

　この花は、現代バラに濃黄色の花色をもたらし

た原種のバラです。花名のフォエティダはラテン

語で「悪臭のある」を意味しますが、実際にはほ

とんど香りません。

 黄金色のこの花に魅せられたフランスの育種家

ペルネ・デュシェは、10年の歳月をかけ交配を繰

り返し、1900年に最初の黄色品種「ソレイユ・ド

ール（黄金の太陽）」を作出しました。現在栽培

されている黄色バラは、全てこの花に由来します。

花は５月上旬から中旬が見ごろで、花フェスタ記

念公園では「原種の谷」で見ることができます。

黄金色の花

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・

7

バラの名前　Rosa foetida persiana（ロサ･フォエティダ･ペルシアーナ）

（文・写真　花フェスタ記念公園）



　
今
年
も
市
内
各
地
で
春
の
お
祭
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

 
４
月
２
日
は
、
土
田
で
白
鬚
神
社
流
鏑
馬

祭
。
古
式
豊
か
な
武
家
衣
装
を
着
た
若
者
が

馬
に
ま
た
が
り
参
道
を
駆
け
抜
け
な
が
ら
、

的
に
向
か
っ
て
矢
を
放
つ
と
、
観
客
か
ら
大

き
な
歓
声
が
わ
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

 
４
月
９
日
に
は
、
久
々
利
八
幡
神
社
大
祭

と
下
切
八
幡
神
社
花
馬
祭
。
久
々
利
で
は
２

台
の
山
車
で
か
ら
く
り
が
華
や
か
に
演
じ
ら

れ
、
み
こ
し
の
行
列
や
獅
子
舞
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
下
切
で
は
、
き
れ
い
に
飾
ら

れ
た
花
馬
が
参
道
を
上
が
り
ま
し
た
。

 
さ
ら
に
同
日
、
兼
山
で
も
蘭
丸
ふ
る
里
の

森
「
桜
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
山
の
斜
面
を

覆
っ
た
満
開
の
桜
が
訪
れ
た
人
を
出
迎
え
て

い
ま
し
た
。

 
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
祭
り
に
は
、
地
元
を

は
じ
め
各
地
か
ら
も
多
く
の
人
が
詰
め
掛
け
、

春
の
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
４
月
１１
日
、
桜
ケ
丘
公
民
館
を
出
発
点
と

し
て
、
「
１０
万
歩
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
オ
ー

ク
」
の
平
成
１８
年
度
第
１
回
目
（
全
１２
回
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
こ
の
日
は
７４
人
が
参
加
。
公
民
館
を
出
て

団
地
内
を
抜
け
、
浅
間
神
社
で
折
り
返
し
て

戻
っ
て
く
る
約
７
袰
の
コ
ー
ス
を
元
気
よ
く

歩
き
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
参
加
者
は
桜
ケ
丘
の
桜
並
木
を
楽
し
み

な
が
ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。

 
第
２
回
目
と
な
る
５
月
９
日
は
、
一
般
参

加
の
で
き
る
「
市
民
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大

会
」
が
中
恵
土
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

1

市
内
各
地
で
春
の
お
祭
り

春
の
イ
ベ
ン
ト
で
大
に
ぎ
わ
い

2

１０
万
歩
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
オ
ー
ク

楽
し
く
歩
い
て
健
康
づ
く
り

雨の中馬に乗って参道を駆け抜ける若者（白鬚神社）

からくりに見入る子どもたち（久々利）

下切八幡神社の参道を登る行列

満開の桜を背に演奏する烏峰太鼓のメンバー(兼山）桜ケ丘公民館を出発する参加者
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３
月
２５
日
、
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
で
「
ア

ー
ラ
劇
場
探
険
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

 
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
普
段
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
劇
場
の
裏
側
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
多

く
の
人
に
そ
の
仕
組
み
と
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
。
午
前
の
部
と
午
後
の

部
の
２
回
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
家
族
連

れ
な
ど
お
よ
そ
７０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

 
今
回
、
「
探
険
」
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は

同
セ
ン
タ
ー
の
小
劇
場
。
参
加
者
は
ま
ず
、

ロ
シ
ア
民
話
「
お
お
き
な
か
ぶ
」
の
演
劇
を

鑑
賞
。
そ
の
後
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
舞
台
、
照
明
、
音
響
と
い
っ
た
劇
場
内

の
設
備
を
順
に
見
学
し
ま
し
た
。

 
各
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
見
学
先
に
分

か
れ
る
と
、
舞
台
上
で
は
先
ほ
ど
観
た
ば
か

り
の
劇
が
繰
り
返
し
演
じ
ら
れ
ま
す
。
参
加

者
は
観
る
側
か
ら
裏
方
に
回
り
、
照
明
や
音

響
装
置
の
操
作
を
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
、

劇
場
の
裏
側
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
楽

し
く
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
４
月
６
日
、知
的
障
が
い
者
が
焼
い
た
手
作

り
パ
ン
を
販
売
す
る
「
カ
フ
ェ
＆
ベ
ー
カ
リ
ー

麦
の
丘
」が
東
帷
子
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

 
同
店
は
、知
的
障
害
者
更
生
施
設
「
可
茂

学
園
」の
分
場
通
所
施
設
と
し
て
、競
輪
の
日

本
自
転
車
振
興
会
、県
お
よ
び
市
の
補
助
金

を
受
け
て
建
設
さ
れ
、現
在
１１
人
の
障
が
い

者
が
働
い
て
い
ま
す
。

 
店
内
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
は
、焼
き
た
て
の

パ
ン
を
そ
の
場
で
食
べ
る
こ
と
も
で
き
、多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
、桜
ケ
丘
幼
稚
園
で
卒
園
生
に

よ
る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

 
今
回
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
し
た
の
は
、

平
成
１１
年
度
の
卒
園
生
９１
人
の
う
ち
６６
人
。

カ
プ
セ
ル
の
中
か
ら
は
、当
時
の
先
生
の
写
真

や
、子
ど
も
た
ち
が
在
園
時
に
描
い
た
絵
な
ど

が
次
々
と
出
て
き
ま
し
た
。

 
こ
の
春
に
中
学
生
に
な
る
参
加
者
た
ち
は
、

思
い
出
の
品
を
順
に
受
け
取
る
と
、照
れ
く

さ
そ
う
に
し
な
が
ら
も
、園
児
だ
っ
た
こ
ろ
の

自
分
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。5

「
カ
フ
ェ
＆
ベ
ー
カ
リ
ー
麦
の
丘
」
オ
ー
プ
ン

焼
き
た
て
の
パ
ン
を
ど
う
ぞ

ア
ー
ラ
劇
場
探
険
ツ
ア
ー

劇
場
の
裏
側
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う

4

桜
ケ
丘
幼
稚
園
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封

幼
い
こ
ろ
を
懐
か
し
ん
で

3

舞台に上がって演劇にも参加

真剣な表情で音響装置の操作を体験

自分の描いた絵を見ながら友だちと談笑

心を込めてパンを手作り

13 広報かに ２００6.５.１
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【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　蕁烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/

花の植え替えを行う参加者（昨年）

展示品の一部

春の行政相談週間（5月22日～28日）

土曜窓口

　市は、毎月第１、３土曜日に、市民課と税務
課で証明書発行業務などを行っています。
●時間　午前９時～正午
●場所　市役所（入口は庁舎西口）
●業務内容　住民票・戸籍の証明書・印鑑
証明書・各種税務証明書の発行、戸籍の
届け出の受け付け、納税相談

※住所変更と印鑑登録はできません。
　（外国人についても同様です）

土曜窓口

5/6貍・20貍

 

花
い
っ
ぱ
い
運
動

み
ん
な
で
花
の
ま
ち
に
し
よ
う

 

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
花

い
っ
ぱ
い
運
動
が
、こ
の
春
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
期
日
　
５
月
１４
日
（
日
）
午
前
中

●
内
容
　
清
掃
と
花
の
苗
植
え

 

清
掃

・
地
区
の
花
壇
や
公
共
施
設
の
清
掃

・
ご
み
は
次
の
よ
う
に
色
分
け
し
た
収
集
袋

 

に
入
れ
、
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
に
集
め

 

て
く
だ
さ
い
（
後
日
市
が
回
収
し
ま
す
）

〔
収
集
袋
の
色
〕

 

　
可
燃
物
・
・
・
・
・
・
・
・
黄
色

 

　
金
物
・
・
・
・
・
・
・
ピ
ン
ク
色

 

　
ア
ル
ミ
缶
・
・
・
・
オ
レ
ン
ジ
色

 

　
ガ
ラ
ス
・
・
・
・
・
・
・
・
緑
色

 

　
草
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
透
明

 

　
陶
器
・
・
・
・
・
・
・
・
乳
白
色

 

花
の
苗
植
え

・
清
掃
後
、
地
区
の
花
壇
や
公
共
施
設
に
花

　
苗
の
植
え
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い

 

〈
注
意
事
項
〉

・
草
は
で
き
る
限
り
各
自
治
会
で
処
理
し
て

　
く
だ
さ
い

・
ご
み
は
必
ず
分
別
し
て
く
だ
さ
い

・
家
庭
の
ご
み
は
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、
出

　
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

 

問
合
先
　
維
持
管
理
課

  

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト 

「
踊
り
の
和
」
を
開
催
し
ま
す

 

豊
喜
勝
会
、
豊
喜
多
会
、
豊
岐
加
会
は
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
　
５
月
１４
日
（
日
）

●
時
間
　
午
後
１
時
〜
（
正
午
開
場
）

●
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下
恵
土
）

●
入
場
料
　
無
料

 

問
合
先
　
今
瀬
さ
ん
　
　
蕁
烝
１
３
１
０

  

全
国
植
樹
祭 

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で

　
　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
開
催

 
下
呂
市
で
開
催
さ
れ
る
第
５７
回
全
国
植
樹

祭
に
合
わ
せ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
　
５
月
２１
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
岐
阜
県
博
物
館
（
岐
阜
県
百
年
公

　
園
内
）

●
内
容
　
緑
の
子
ど
も
会
議
、
自
然
体
験
学

　
習
、
木
工
教
室
、
各
種
ク
ラ
フ
ト
、
苗
木

　
の
無
料
配
布
な
ど

●
参
加
費
　
無
料
（
公
園
の
駐
車
料
金
５
０

　
０
円
は
必
要
）

　
問
合
先
　
可
茂
農
林
事
務
所
林
業
課

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
澪
３
１
１
１

 

豊
蔵
資
料
館 

春
・
初
夏
を
テ
ー
マ
に

　
　
　
　
　
　
春
季
展
示
替
え

 

人
間
国
宝
（
故
）
荒
川
豊
蔵
氏
の
作
品
や

絵
画
、
収
集
し
た
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

●
期
日
　
６
月
２５
日
（
日
）
ま
で
（
月
〜
木

　
曜
日
は
休
館
日
、
た
だ
し
祝
日
は
開
館
）

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
豊
蔵
資
料
館
（
久
々
利
大
萱
）

●
展
示
内
容
　
志
野
筍
絵
茶
　
　
銘
随
縁
（
昭

　
和
３６
年
豊
蔵
作
）
ほ
か
約
３８
点
　

●
入
場
料
　
無
料

　
問
合
先
　
豊
蔵
資
料
館
　
蕁
焉
１
４
６
１

催
し

E
ven

t
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可
児
市
テ
ニ
ス
協
会 

可
児
市
テ
ニ
ス
大
会
の

　
　
　
　
　
　
参
加
者
を
募
集

●
日
時
と
種
目

 

児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
ま
つ
り
に

　
　
　
　
　
行
っ
て
み
よ
う

 

「
元
気
い
っ
ぱ
い
　
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
」
を

テ
ー
マ
に
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て

遊
べ
る
催
し
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。

模
擬
店
や
わ
た
菓
子
も
作
れ
ま
す
。

 

家
族
そ
ろ
っ
て
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
　
５
月
２０
日
（
土
）

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
桜
ケ
丘
公
民
館

●
内
容
　
缶
バ
ッ
ジ
作
り
、
児
童
セ
ン
タ
ー

　
手
芸
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
、

　
ビ
ー
玉
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
、
ウ
ォ
ー

　
タ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど

　
問
合
先
　
各
児
童
セ
ン
タ
ー
（
広
見
蕁
烝

　
３
３
４
０
、
帷
子
蕁
烽
７
１
１
１
、
桜
ケ

　
丘
蕁
焉
４
０
０
１
）
、
兼
山
児
童
館
蕁
炮

　
２
１
１
３

●
場
所
　
今
渡
市
民
テ
ニ
ス
場

●
参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

　
す
る
人

●
参
加
費
　
○
シ
ン
グ
ル
ス
＝
１
人
２
０
０

　
０
円
　
○
ダ
ブ
ル
ス
＝
１
組
２
０
０
０
円

　
（
高
校
生
以
下
は
、
い
ず
れ
も
１
５
０
０

　
円
）

●
申
込
締
切
　
５
月
３０
日
（
火
）

　
申
込
・
問
合
先
　
市
体
育
連
盟

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烝
８
６
０
０

  

ま
ち
づ
く
り
審
議
会 

ま
ち
づ
く
り
条
例
の

　
　
　
　
　
市
民
委
員
を
募
集

 

市
は
「
可
児
市
市
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審

議
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」
の
市
民
委

　

員
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
５
月
３１
日
現
在
、
市
内
に
在

　
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
す
る
１８
歳
以
上
の

　
人
（
高
校
生
を
除
く
）
で
、
任
期
中
８
回

　
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

●
募
集
人
数
　
３
人
以
内

●
任
期
　
２
年（
７
月
１
日
〜
平
成
２０
年
６
月

　
３０
日
）

●
応
募
方
法
　
「
市
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち

　
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
意
見
を
８
０
０
字

　
以
内
に
ま
と
め
た
も
の
と
、
住
所
、
氏
名
、

　
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入

　
し
た
用
紙
を
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
提
出

　
す
る
（
応
募
用
紙
な
ど
は
返
却
し
ま
せ
ん
）

●
応
募
締
切
　
５
月
３１
日
（
水
）

●
選
考
方
法
　
選
考
委
員
会
で
選
考
（
結
果

　
は
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

　
問
合
先
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

 
 
 「行政相談」とは、国の行政機関や特殊法人の仕
事などについて、皆さんから苦情や要望をお聞きし、そ
の解決の促進を図る制度で、総務大臣から委嘱され
た「行政相談委員」が、皆さんからの相談を受け付け
ています。
 例えば「支給されるはずの年金などが支給されない
ので困っている」、「国道の街灯などの設備が損壊し
ているので修復して欲しい」などの意見や要望がこれ
にあたります。
 5月22日（月）～28日（日）の１週間は、この行政相
談制度を皆さんにもっと良く知っていただき、利用して
いただくための「春の行政相談週間」です。
 市では、この週間にちなんで、行政相談委員による
行政相談所を開設します。秘密は固く守られますので、
気軽にご利用ください。
 また、当日都合が悪い方は、行政相談委員の自宅
や電話、手紙などでいつでも受け付けています。さらに、
総務省岐阜行政評価事務所（〒５００―８１１４　岐阜
市金竜町５－１３　岐阜合同庁舎　℡０５７０－０９０１
１０（行政苦情１１０番））では、いつでも行政相談に応
じています。　
行政相談所
●期日　５月26日（金）
●時間　午後１時～４時
●場所　帷子公民館、広見公民館ゆとりピアおよび
　広見東公民館（３カ所で一斉に行います）
●行政相談委員
○渡邉町子さん（下恵土６５５　蕁烝６２６７）
○勝川薫雄さん（下恵土１０６２－８　蕁烝４１３０）
○水野嘉夫さん（兼山７９４－３　蕁炮２７５１）
●相談料　無料
●問合先　総務課

参加して楽しめるイベントがいっぱい

春の行政相談週間（春の行政相談週間（5月2222日～日～2828日）日）春の行政相談週間（5月22日～28日）
「行政相談」をご存知ですか

６／4
（日）

６／11
（日）

男　　子
種目
時間

女　　子 
種目
時間

男　　子

種目

時間
女　　子

種目
時間

シングルス
午前９時～

シングルス
午前10時30分～

ダブルス
シングルス（決勝）
午前９時～

ダブルス
午前11時30分～

雨天の場合の予備日は６月18日（日）

募
集

In
vitation
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会 

体
力
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

 
 

市
体
育
連
盟
は
、
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
場
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を

利
用
す
る
た
め
の
講
習
会
の
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。
受
講
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
期
日
と
講
習
時
間

●
場
所
　
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
　

　
（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者
　
高
校
生
以
上
（
子
ど
も
連
れ
の

　
参
加
は
不
可
）

●
定
員
　
各
１８
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物
　
運
動
服
・
室
内
靴

●
受
講
料
　
５
０
０
円
（
釣
り
銭
の
必
要
が

　
な
い
よ
う
に
）

●
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
体
育
連
盟
窓
口

　
で
申
し
込
む
（
当
日
の
申
し
込
み
は
受
け

　
付
け
で
き
ま
せ
ん
）

●
申
込
開
始
日
時
　
５
月
１０
日
（
水
）
午
前

　
８
時
３０
時
分

※
講
習
時
間
１０
分
前
に
は
受
け
付
け
を
済
ま

　
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
先
　
同
事
務
局
　
　
蕁
烝
８
６
０
０

  

図
書
館
本
館

読
書
サ
ー
ク
ル
講
演
会
を
開
催

●
期
日
　
５
月
１６
日
（
火
）

●
時
間
　
午
前
１１
時
〜
正
午

●
場
所
　
図
書
館
本
館
（
広
見
）

●
内
容
　
ア
ー
ラ
の
館
長
に
よ
る
、
舞
台
芸

　
術
等
か
ら
み
た
文
化
を
豊
か
に
楽
し
む
お

　
話

●
定
員
　
５０
人
程
度
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
無
料

　
申
込
・
問
合
先
　
図
書
館
本
館

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烝
５
１
２
０

  

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
可
児
分
室

親
子
で
自
然
や
農
業
に

　
　
　
　
　
　
　
親
し
も
う

 

「
土
曜
親
子
体
験
学
園
」
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
期
日
　
○
第
３
回
（
育
て
よ
う
！
お
い
も

　
さ
ん
！
）
＝
６
月
１７
日
（
土
）
　
○
２
回

　
シ
リ
ー
ズ
（
お
い
し
い
ナ
シ
を
作
ろ
う
！
）

　
＝
６
月
１０
日
（
土
）
、
８
月
１９
日
（
土
）

●
時
間
　
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜
正
午

●
場
所
　
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
可
児
分
室
（
坂

　
戸
　
旧
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室
）

●
内
容
　
○
第
３
回
＝
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
、

　
サ
ツ
マ
イ
モ
と
サ
ト
イ
モ
の
植
え
付
け

　
○
２
回
シ
リ
ー
ズ
＝
ナ
シ
の
管
理
（
１
回

　
目
）
、
ナ
シ
の
収
穫
（
２
回
目
）

●
対
象
者
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
２
回

　
シ
リ
ー
ズ
は
２
回
と
も
参
加
で
き
る
家
族
）

●
定
員
　
１０
組
２０
人
（
抽
選
）

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
方
法
　
希
望
の
回
、
児
童
の
学
年
と

　
氏
名
、
保
護
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

　
号
を
記
入
し
、
は
が
き
（
〒
５
０
９
ー
０

　
２
４
１
坂
戸
１
０
２
４
‐
１
）
か
フ
ァ
ク

　
ス
（
蕭
烟
０
６
６
７
）
で
総
合
教
育
セ
ン

　
タ
ー
可
児
分
室
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切
　
５
月
２６
日
（
金
）

　
問
合
先
　
同
室
　
　
　
　
蕁
烝
３
９
２
２

  

里
山
ク
ラ
ブ
可
児 

我
田
の
森
で
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
学
ん
で
体
験
し
よ
う
　

森
の
学
校
「
こ
の
木
何
の
木
気
に
な
る
木
観

察
会
」

 

▽
期
日
　
５
月
２０
日
（
土
）

 

▽
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午

 

▽
内
容
　
里
山
の
樹
木
や
植
物
の
観
察

 

▽
定
員
　
親
子
１０
組
（
先
着
順
）

炭
焼
き
講
習
会

 
▽
期
日
　
５
月
２１
日
（
日
）

 
▽
時
間
　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

 

▽
内
容
　
炭
焼
き
体
験

 

▽
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
）

〔
共
通
事
項
〕

●
場
所
　
我
田
の
森
（
久
々
利
）

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
締
切
　
５
月
１５
日
（
月
）

 

申
込
・
問
合
先
　
環
境
課

 

か
に
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　
　
　
春
夏
講
座
の
受
講
生
募
集

 

●
日
時
と
場
所
な
ど

●
申
込
方
法
　
希
望
コ
ー
ス
、
住
所
、
氏
名
、

　
年
齢
、
電
話
番
号
を
各
公
民
館
に
直
接
ま

　
た
は
電
話
で
申
し
込
む

●
申
込
受
付
開
始
日
　
５
月
９
日
（
火
）

　
申
込
・
問
合
先
　
帷
子
公
民
館
蕁
烽
２
０

　
０
７
、
今
渡
公
民
館
蕁
澪
２
６
０
２

期
　
　
　
日

６
月
１
日（
木
）

６
月
７
日（
水
）

６
月
１０
日（
土
）

６
月
２１
日（
水
）

６
月
２４
日（
土
）

講
習
時
間

午
前
１０
時
〜
正
午

午
後
７
時
〜
９
時

午
後
７
時
〜
９
時

午
前
１０
時
〜
正
午

午
後
７
時
〜
９
時

場　所 講　座　名 期　　日 時　　間 受　講　料定　員

帷子
公民館

今渡
公民館

エクセル２０００
基礎

ブログとホームページ
ビルダー10基礎

パソコン何でも
相談

エクセル２０００
基礎

ワード２００2
基礎

５月13日～９月16日
の土曜日

（全12回）

５月15日～９月18日
の月曜日

（全12回）

午後１時～３時

午後１時～３時

午前10時～正午

午後３時30分
～５時30分

午後３時30分
～５時30分

16人

8人

16人

16人

16人

8,900円
（教材費含む）

8,900円
（教材費含む）

１回200円
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可
児
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

ア
フ
リ
カ
ザ
ン
ビ
ア
に

　
　
　
　
　
　
　
救
援
物
資
を

  

ア
フ
リ
カ
の
ザ
ン
ビ
ア
共
和
国
の
難
民
へ

の
支
援
物
資
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
　
５
月
１３
日
（
土
）
〜
１５
日
（
月
）

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
（
１５
日
は

　
正
午
ま
で
）

●
場
所
　
総
合
会
館
分
室
（
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）

●
収
集
物
品
　
衣
料
、
履
物
、
帽
子
、
毛
布
、

　
布
地
、
文
房
具
、
楽
器
、
玩
具
、
絵
本
、

　
車
い
す
、
農
具
（
鋤
、
鍬
、
備
中
な
ど
の

　
柄
つ
き
の
も
の
に
限
る
）

※
衣
料
は
、
新
品
・
古
着
を
問
い
ま
せ
ん
が
、

　
汚
れ
を
落
と
し
て
ボ
タ
ン
欠
け
補
修
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。
下
着
は
新
品
に
限
り
ま
す
。

●
そ
の
他
　
い
ず
れ
の
物
品
も
み
か
ん
箱
の

　
大
き
さ
１
個
に
つ
き
１
０
０
０
円
（
農
　

　
具
は
１
本
に
つ
き
５
０
０
円
）
の
送
料
を

　
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す

 

問
合
先
　
同
事
務
局
　
　
蕁
烙
１
０
０
１

  

国
土
交
通
省

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

 

　
河
川
の
監
視
と
愛
護
思
想
の
普
及
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
河
川
愛

護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
木
曽
川
（
今
渡
ダ
ム
よ
り
下

　
流
）
の
近
隣
に
住
み
、
川
に
接
す
る
機
会

　
が
多
く
河
川
愛
護
に
関
心
の
あ
る
２０
歳
以

　
上
の
人

●
任
期
　
７
月
１
日
〜
平
成
１９
年
６
月
３０
日

　
の
１
年
間

●
手
当
　
４
５
８
０
円
（
月
額
）

●
募
集
期
間
　
５
月
８
日
（
月
）
〜
３１
日
（
水
）

※
活
動
内
容
・
募
集
人
数
・
選
考
方
法
な
ど
の

　
詳
細
は
、木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジhttp://w

w
w
.cbr.m

lit.go.jp/kisojyo/

　
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
申
込
・
問
合
先
　
国
土
交
通
省
木
曽
川
上

　
流
河
川
事
務
所
占
用
調
整
課
　
蕁
０
５
８

　
（
２
５
１
）
１
３
２
６

   

東
濃
ホ
ス
ピ
ス
研
究
会 

特
別
講
演
会
を
開
催

 

●
期
日
　
５
月
２０
日
（
土
）

●
時
間
　
午
後
３
時
〜

●
場
所
　
ま
な
び
パ
ー
ク
た
じ
み
（
多
治
見

　
市
豊
岡
町
）

●
内
容
　
が
ん
患
者
・
家
族
へ
の
精
神
的
ケ

　
ア
蝟
心
と
い
う
治
癒
力
蝟

●
講
師
　
佐
伯
俊
成
さ
ん
（
広
島
大
学
病
院

　
助
教
授
　
心
身
医
療
専
門
）

●
定
員
　
２
０
０
人

●
参
加
費
　
５
０
０
円

●
申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

　
年
齢
、
職
業
を
記
入
し
て
、
〒
５
０
７
蝟

　
０
９
０
１
　
多
治
見
市
笠
原
町
１
１
０
４

　
蝟
４
東
濃
ホ
ス
ピ
ス
研
究
会
に
往
復
は
が

　
き
で
送
る

●
申
込
締
切
　
５
月
１５
日
（
月
）
必
着

　
申
込
・
問
合
先
　
同
事
務
局
　

 

　
　
　
　
　
　
蕁
０
５
７
２
潴
３
９
２
３

  

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

 

●
期
日
　
６
月
１１
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下
恵
土
）

●
出
店
物
　
個
人
の
手
作
り
品
に
限
る

●
出
店
料
　
１
ブ
ー
ス
（
１
８
０
袍
×
２
０

　
０
袍
）
＝
１
２
０
０
円

●
募
集
ブ
ー
ス
　
２５
ブ
ー
ス
（
抽
選
）

●
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

　
電
話
番
号
、
出
品
物
（
全
部
を
具
体
的
に
）

　
を
記
入
し
、
〒
５
０
９
蝟
０
２
０
５
徳
野

　
南
１
蝟
３３
「
か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

　
会
」
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切
　
５
月
２０
日
（
土
）
必
着

 

問
合
先
　
同
会
の
藤
田
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烝
４
０
１
４

わくわく体験館

ガラス工芸を楽しもう
わくわく体験館は、ガラス工芸講座の受講
生を募集します。

※吹きガラスとステンドグラスは全６回コース

●コースと日時

●講座の内容

※吹きガラスとビールジョッキは長袖、長ズボン（綿、

　麻などの素材）、ズック靴（布、革製）を着用。

●場所　わくわく体験館（塩河）

●応募締切　５月20日（土）

●申込・問合先　わくわく体験館 蕁烽１５１５

コース名 時　　間 期　　日

吹きガラス
初級蠡

ステンドグラス
初級蠡

ビールジョッキ
を作ろう

講座名 吹きガラス ステンドグラス ビールジョッキ

内　容

対象者

各コース定員

受講料

木曜午前
コース

金曜午後
コース

土曜午前
コース

漓

滷

午前９時30分
～正午

６/８,15,22,28,
７/６,13

午後１時
～３時30分

６/９,16,23,29,
７/７,14

午前９時30分
～正午

６/10,17,24,30,
７/８,15

午前９時30分
～正午

６月３日（土）

６月４日（日）午前９時30分
～正午

基礎を学びな
がら、グラス、一
輪挿しなどを作
る

六面体ランプシ
ェードを制作

吹きガラスで、
オリジナルビー
ルジョッキを制
作

一　　般 一　　般 小学５年～一般

２人（抽選） 20人（抽選） 16人（抽選）

21,000円 18,000円 1,700円



●軽自動車税

5月の税金

※5月31日までに納め
　ましょう。

収集地区  金物類・
 粗大ごみ

缶
ペットボトル
トレー資源 

中恵土・下恵土・禅台寺・
徳野南・平貝戸・明智・
石森・石井

 今渡・土田

 菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
 若葉台・虹ケ丘

 東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
 光陽台・長洞・帷子新町

川合・川合北・谷迫間・
清水ケ丘・日本ランド・
美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台

久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・
しらさぎ・渕之上・兼山

下切・北姫ニュータウン・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・
広見

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・
小滝苑・柿下・大森・松伏・
大森台・星見台

案
内

G
u

id
an

ce

18

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　蕁烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/

24貉 31貉

18貅 25貅

15豺 22豺

25貅 29豺

17貉 24貉

16貂 23貂

12貊 19貊

19貊 26貊

５月のごみ・リサイクル資源収集日

期　　日

回収団体

回収品目

収集時間
場　　所

５月28日（日）

可児市生活学校

瓶、缶、ペットボトル、
トレー、発泡スチロール、
紙類（新聞とチラシは別に
する）

午前９時～11時の間に
総合会館分室駐車場
（ＪＲ可児駅西）へ

資源集団回収にご協力を

 
ポ
イ
捨
て
と
ふ
ん
害
防
止

地
域
で
ポ
イ
捨
て
に
取
り
組
も
う

  

市
で
は
、
平
成
１１
年
に
環
境
美
化
に
関
す

る
条
例
を
施
行
し
、
環
境
美
化
推
進
指
導
員

の
皆
さ
ん
を
中
心
に
地
域
ぐ
る
み
で
環
境
美

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

１８
年
度
か
ら
の
２
年
間
は
、
次
の
地
域
を
「
ポ

イ
捨
て
及
び
ふ
ん
害
防
止
重
点
地
域
」
に
指

定
し
ま
し
た
。

●
指
定
地
域
　
神
明
、
住
吉
、
鳴
子
、
川
合

　
自
治
連
合
会
、
東
上
屋
敷
、
宮
瀬
、
花
軒
、

　
坂
戸
台
、
清
水
ケ
丘
、
塩
河
、
今
、
下
切

　
下
、
山
寺
、
大
森
新
田
、
大
森
台
、
小
松

　
坂
、
松
伏
、
緑
ケ
丘
、
桜
ケ
丘
、
皐
ケ
丘
、

　
桂
ケ
丘
、
久
々
利
東
部
、
久
々
利
北
部
、

　
柿
下
、
明
智
、
石
森
、
石
井
、
前
波
（
計

　
２８
地
域
）

 

問
合
先
　
環
境
課

  

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ 

労
働
保
険
料
の
申
告
と
　
　

　
　
　
　
納
付
は
お
早
め
に

 

　

 

労
働
保
険
の
平
成
１７
年
度
確
定
保
険
料
と

平
成
１８
年
度
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付
手

続
き
は
済
み
ま
し
た
か
。

 

申
告
・
納
付
の
手
続
き
は
５
月
２２
日
（
月
）

が
期
限
で
す
。
期
限
ま
で
に
正
し
く
手
続
き

を
終
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

申
告
書
の
書
き
方
や
内
容
な
ど
で
不
明
な

点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

問
合
先
　
岐
阜
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
蕁
０
５
８
（
２
４
５
）
８
１
１
５
ま
た
は

　
多
治
見
労
働
基
準
監
督
署
蕁
０
５
７
２
澤

　
６
３
８
１

  

美
濃
加
茂
市
肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の
会 

講
演
会
を
開
催

 

障
が
い
者
が
自
分
の
将
来
に
希
望
を
持
ち

続
け
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
生
活
す
る
に
は

な
に
が
必
要
か
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
　
５
月
１３
日
（
土
）

●
時
間
　
午
後
３
時
〜
５
時

●
場
所
　
美
濃
加
茂
市
総
合
福
祉
会
館
（
美

　
濃
加
茂
市
新
池
町
）

●
内
容
　
障
が
い
者
が
豊
か
な
地
域
生
活
を

　
送
る
た
め
に
、
「
障
害
者
自
立
支
援
法
を

　
研
鑚
し
よ
う
」

●
講
師
　
岐
阜
県
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課

　
職
員

●
受
講
料
　
無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

 

問
合
先
　
同
会
の
小
原
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
濟
９
４
０
９

  

岐
阜
県
司
法
書
士
会
中
濃
支
部  

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す

  

利
用
す
る
人
は
、
必
ず
予
約
し
て
か
ら
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
５
月
２１
日
（
日
）

●
時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
相
談
料
　
無
料

●
相
談
時
間
　
１
相
談
に
つ
き
４０
分
以
内

●
相
談
内
容
　
○
不
動
産
登
記
（
売
買
・
贈

　
与
・
相
続
・
遺
言
な
ど
）
○
商
業
登
記
（
会

　
社
設
立
・
役
員
変
更
な
ど
）
○
簡
易
裁
判

　
所
訴
訟
代
理
（
訴
訟
額
１
４
０
万
円
以
下

　
の
訴
訟
）
○
多
重
　
債
務
問
題
（
過
払
い
金

　
返
還
請
求
・
自
己
破
産
な
ど
）　
○
裁
判
事
務
・

　
本
人
訴
訟
支
援（
訴
状
・
答
弁
作
成
）な
ど
、法

　
律
、登
記
に
関
す
る
相
談
一
般

●
定
員
　
１２
人
（
先
着
順
）

●
予
約
電
話
番
号
　
蕁
０
５
８
（
２
４
８
）

　
１
７
１
５

●
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
午
後
１
時
〜

　
４
時

 

　
問
合
先
　
同
支
部
　
　
蕁
澪
８
３
３
０
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あこがれママ教室
●期日　〇１課＝５月12日（金）　〇２

課＝５月19日（金）　●受付時間　９

時～９時10分　●場所　保健センター

●内容　〇１課＝妊娠中の生活と栄

養（試食）　〇２課＝妊婦体操（運動

のできる服装、飲み物を持参）、歯の衛

生（歯ブラシ、手鏡、コップを持参）

BCG
●期日と対象者　〇５月12日（金）＝

18年１月16日～31日生まれ　〇５月23

日（火）＝18年２月１日～15日生まれ

●受付時間　１時30分～１時50分

●場所　保健センター　※ＢＣＧの前

後４週間はほかの予防接種を受けない

でください。対象者には個別で通知します。

３種混合（初回・追加）
●期日と場所　〇５月16日（火）＝今

渡公民館　〇５月24日（水）＝久々利

公民館　●受付時間　２時～２時30

分　●対象者　生後３カ月以上90カ月

未満で、百日せきにかかったことのない

子（３～８週間の間隔で３回接種）　※

初回（３回目）終了後１年～１年半の間

隔で追加接種を受けてください。

心配ごと相談
●期日　毎週火曜日　●時間　１時
～４時　●場所　福祉センター（今渡）
●問合先　市社会福祉協議会　蕁

烝１５５５

精神保健福祉相談
●期日　５月12日（金）　●時間
１時30分～４時30分　●場所　福
祉センター　●申込方法　福祉課へ
電話で予約する　●問合先　同課

発達と教育の相談会
●期日　５月24日（水）　●時間
１時30分～３時30分　●場所　総
合会館分室（JR可児駅西）　●申
込方法　各幼稚園、各保育園、小
中学校に備え付けの相談申込書で申
し込むか、教育研究所へ電話で予
約する　●問合先　同研究所　蕁烝
４８４１

行政相談（定例相談）
●期日　５月12日（金）　●時間　１時
～４時　●場所　市役所１階会議室
●問合先　総務課

住宅（建築）相談
●期日 ５月１２日（金）、１９日（金）　●時
間　１時～４時　●場所　市役所１階
相談室　※耐震、住宅性能表示制度、
保険制度の相談も受け付けます。　●
問合先　建築指導課

法律相談
●期日　５月16日（火）、23日（火）
●受付時間　１時～２時　●場所
福祉センター　●問合先　まちづ
くり推進課

景観相談
●日時　〇緑化＝５月16日（火）２時～
４時　〇デザイン・色彩＝5月18日（木）
９時30分～11時30分　●場所　市役
所１階相談室　●申込方法　都市計
画課へ電話で予約する　●問合先
同課

ことば・発達相談
●日時　平日の３時30分～４時30分に
電話で受け付け、予約　●場所　養
護訓練センター（可児警察署西）　●
申込・問合先　同センター　蕁烟０２５５

人権・困りごと相談
●期日　５月12日（金）　●時間　１時

～４時　●場所　図書館本館（広見）
●問合先　まちづくり推進課

生涯楽習相談
●期日と場所　〇５月14日（日）＝文化

創造センター（下恵土）　〇５月15日（月）
＝市役所１階相談室　●時間　１時
～４時　●問合先　生涯学習課

消費生活相談
●期日と場所　〇毎週月・水・金曜日
＝市役所１階相談室　※12日（金）、
15日(月)、19日（金）は商工観光課
●時間　９時30分～２時30分　●問
合先　同課

乳児健康診査・離乳食相談
●期日　５月19日（金）　●受付時間
１時～１時15分　●場所　保健センタ
ー　●対象者　18年１月１日～15日生
まれ　

3歳児健康診査
●期日　５月22日（月）　  ●受付時間
１時～１時15分　●場所　保健センタ
ー　●対象者　15年４月16日～30日
生まれ

母子健康手帳交付
●期日　毎週金曜日　　●受付時間
９時15分～９時30分　●場所　保健
センター

献血
●期日　５月23日（火）　●受付時間
10時～１時、２時～４時　●場所　ユ
ニー可児店（中恵土）

離乳食モグモグ教室
●期日　５月23日（火）　●受付時間
９時45分～10時　●場所　総合会館
（市役所向かい）　●対象者　離乳中
期以降の子どもを持つ人　   ●持ち物
エプロン、三角きん、手ふき　●申込締
切日　５月16日（火）　●問合先　健
康増進課

ポリオ

●受付時間　２時～２時30分　●対

象者　投与日を基準として、生後３カ月

から90カ月までの乳幼児で、未投与者と

１回投与済者　※２回目投与は、１回目

との間隔を６週間以上空けてください。

7か月児相談
●期日　５月16日（火）　  ●受付時間

９時～10時30分　●場所　保健セン

ター　●対象者　17年9月生まれ

こども歯みがき相談
●期日　５月16日（火）　  ●受付時間

１時20分～２時　●場所　保健センタ

ー　●対象者　１６年１月生まれ　●

内容　歯科健診、歯こう染め出し、ブラ

ッシング指導、おやつ指導　●持ち物

　母子手帳、エプロン、タオル、歯ブラシ、

手鏡、コップ　●申込先　健康増進課

（前日までに）

こども相談
●期日　５月18日（木）　  ●受付時間

９時～10時30分　●場所　保健セン

ター　●対象者　乳幼児を持つ人

乳児健診・３歳児健診と保健センターで行
われる予防接種の番号札は、午前８時30分
から受付に用意しています。番号札を利用
する場合は、母子健康手帳を持参の上、お
越しください。　●問合先　健康増進課

期　日

５／15（月）

　　18（木）

　　25（木）

場　所

平牧公民館

中恵土公民館

今渡公民館
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No.7

違いを尊重すること

太郎（日本語）

José
（ポルトガル語）

Emily
（英語）

太郎 & José & Emily：今回は物に関する質問と答えだよ。

クワウ
qual?

エステ（タ）
este(a)

フィッチ
Which?

ディス
This

ザット
That

ザット
That

アケレ（ラ）
aquele(a)

ウオーキングから始めるウオーキングから始める
健康づくり健康づくり

No.7

可児市在住の外国人：34カ国6,281人
　　　　　（平成18年4月1日現在）　

男女共同

●問合先　まちづくり推進課

ジョゼ エミリー

どれ？ それ あれ

　日常生活の中での何気ない会話のようですが、この
会話を見て何を感じますか。
 Ｂさんは素直に自分の思っていることを話している
だけなのに、Ａさんはそれが自分の意見と違うため、
Ｂさんの意見を全否定。次第にＢさんは自分の考えは
間違っているのだと思い始め、自分の意見に自信が持

てなくなっていきます。自分の意見を出せない不自
由さを疑問に思いつつ、時に流されている・・・。
こんなことありませんか。
 お互いに良い関係を築くために、相手が自分とは
違う意見や感情を持っていることを尊重することは、
特に関係が親密になるほど大切です。
 そこで、次のことを心に留めてみませんか。①ど
ちらかの考えが正しいのではなく、両方の考え方が
あってよいこと ②違いを無くそうとするのではなく、
違いを尊重すること ③相手の意見が違っていても
受け入れること ④自分の感じていることはできる
だけはっきりと伝え、自分の気持ちをくみ取っても
らおうとしないこと。
 これらの気付きで、大切な人との関係が変わるか
もしれませんね。誰もが無理をせず、等身大の自分
でいても大丈夫なのですから。
（資料提供：レジリエンス www.resilience.jp）
●問合先　総合政策課

現代人は運動不足
 現代社会では交通手段が発達し、普段の生活だけ
では運動不足になりがちです。健康を維持・増進す
るためには、意識して体を動かし、適度な運動をす
ることが大切になります。
なぜウオーキング？
 いざ運動を始めようとしても、「面倒だな」「忙
しいからまたの機会に・・・」と思ったことはあり
ませんか。
 そんなあなたにお薦めなのがウオーキングです。
ウオーキングは、いつでもどこでも気軽に始められ
る運動です。少しずつ続けていくことで、体を動か
すことの心地よさや少しずつ健康になっていく変化
を感じてみてください。
ウオーキングの効果
 気軽にできるウオーキングですが、続けることで
次のような効果が期待できます。
① 老化の防止

② 生活習慣病の予防
③ 肥満の防止
④ ストレス解消
こんなことに気を付けて
 長く続けるためには無理は禁物。体調が悪いとき
は中止しましょう。
 また、ウオーキングの前後にはストレッチを欠か
さないようにしましょう。けが予防に効果的です。
 そして、水分補給も忘れずに。
ウオーキングを続けるには
 ウオーキングの楽しみ方はさまざまです。友人と
歩いたり、犬の散歩をしたり、帰宅途中に一つ前の
駅で降りてみたり。ウオーキングのチャンスは、い
ろいろなところに隠れています。まずは自分なりの
ペースで始めてみませんか。
●問合先　健康増進課

これ

エッセ（サ）
esse(a)

ウオーキングから始める
健康づくり

おまえコーヒーに砂糖なんていれてんの?
うん、甘いのが好きなんだ

え～、そう?おいしいよ
マジで！コーヒーに砂糖なんて邪道だよ

普通いれないだろう、うぇ～まずそっ！

絶対変だよ、ウチでは砂糖なんて入れる人いないぜ。こどもじゃないんだから

当たり前だよ、そんなの常識だよ。なんでそんな事分かんないかな！

おかしいかなぁ・・・

そうなんだ…

Aさん
Bさん
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　今年は例年に比べて、やや遅めの感

はありますが、木々の緑も日増しにその

濃さを加え、季節は春から初夏へと進

みつつあります。

　この5月で、兼山町と可児市が合併し

て、ちょうど1年が経ちます。月々お送り

するこの広報が、兼山の方々にとっても、

より身近な存在となるよう、更なる内容

の充実が求められます。

　毎年めぐる季節ですが、その年のこ

の季節は一度限り。往く春を眺めるに

つけ、折々のその季節の感触を心に留め、

一期一会の気持ちで過ごしたいと思う

この頃です。（雅）

広報かには、ボランティアグループに
より音訳・点訳されています。音訳
版または点訳版の広報を希望する
人は、市政情報課にご連絡ください。

編集後記

ウオーキングから始める
健康づくり

●「子どもたちの楽しい造形の世界」展
　５月１７日（水）～５月３１日（水）（本館）

●「四季を楽しむ彩墨画」展
　６月３日（土）まで（帷子分館）

●「子ども絵手紙教室作品」展
　５月２５日（木）まで（桜ケ丘分館）

『プラスティック・ソウル』阿部和重／著（講談社）

『終末のフール』伊坂幸太郎／著（集英社）

『ママの狙撃銃』荻原浩／著（双葉社）

『ミス・ジャッジ』堂場瞬一／著（実業之日本社）

『顔のない裸体たち』平野啓一郎／著（新潮社）

『まほろ駅前多田便利軒』三浦しをん／著（文芸春秋）

『ドリームバスター３』宮部みゆき／著（徳間書店）

『風魔　長編時代小説』上下　宮本昌孝／著（祥伝社）

『イルカ』よしもとばなな／著（文芸春秋）

【日時と場所】

〇本館＝毎週土曜日午後２時～、第２・４木曜日午

前１１時～（幼児向け）

〇帷子分館＝毎週土曜日午後２時～、第２・４木曜

日午前10時30分～（幼児向け）

〇桜ケ丘分館＝毎週土曜日午前11時～

【内容】　絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本の紹

　　　　 介など

図書館だより
本　　　館　蕁烝5120
　　　　　　（火曜～金曜　午前10時～午後７時）
　　　　　　（土曜 ・ 日曜　午前10時～午後５時）
帷 子 分 館　蕁烽8530
桜ケ丘分館　蕁焉3473
　　　　　　（分館は全日　午前9時～午後5時）
http：//www.tosyokan.kani.gifu.jp/

●５／１１（木）
　兼山小学校 ……………………1:10～1:50
　兼山公民館 ……………………2:10～3:00
●５／１２（金）
　春里連絡所 ……………………2:10～2:50
　光陽台四丁目公園 ……………3:00～3:40
　西可児中学校 …………………3:50～4:30
●５／１６（火）
　みずきケ丘三丁目公園 ………1:30～2:00
　今公民館 ………………………2:10～2:40
　清水ケ丘集会所 ………………2:55～3:30
　南帷子小学校 …………………3:45～4:30
●５／１７（水）
　柿下公民館 ……………………1:30～2:00
　緑ケ丘二丁目バス停………… 2:10～2:50
　広見東連絡所 …………………3:05～3:30
　東明小学校 ……………………3:45～4:30
●５／１９（金）
　奥山台あすなろ公園 …………1:30～2:05
　松伏団地 ………………………2:20～2:50
　旭小学校 ………………………3:10～4:30
●５／２３（火）
　桂ケ丘二丁目バス停 …………2:00～2:50
　桜ケ丘西友駐車場 ……………3:05～3:40
　桜ケ丘小学校 …………………3:50～4:30
●５／２４（水）
　福寿苑 …………………………1:30～2:00
　大平公民館 ……………………2:15～2:45
　広見小学校 ……………………3:05～3:50
　しらさぎ団地 …………………4:05～4:30

展示のご案内

かにっ子タイム

新しく入った本

休館日

広報かに ２００6.５.１

「ケーブルテレビ可児７ｃｈ」で毎日放映中！！

M E D I A 　 I N F O R M A T I O N

楽しい音楽とともに、市からの情報を提供しています。
ぜひお聞きください。

「FMでんでん」にて放送！

76．8MHｚ 毎週月～金曜日●FMでんでん
午前9時～9時１５分
午後5時１５分～5時３０分（再放送）

毎日（７：３０・１２：００・１９：００・２０：３０・２２：００）
（土・日曜日は１４:００にも放送）

※番組の内容や時間は変更する
　ことがあります。

　地域の身近な相談員である民生委員・児童委員。
住民の安心、安全のために活躍する姿をご覧くだ
さい。
★シリーズ：学校めぐり

5／6（土）～12（金）

●いつもあなたのそばに

　普段の生活のなかで、あまり意識することがな
い人権。しかし、実際にはいじめや男女差別など、
さまざまな問題が存在します。
★シリーズ：きて！みて！アーラ

5／13（土）～19（金）

●思いやりの心、大切に

　女性として主婦として、生活に密着した身近な
問題に取り組んでいる可児市生活学校を紹介し
ます。
★シリーズ：好きなのはカニダー

5／20（土）～26（金）

●うるおいライフ

　可児市の恒例行事として２０年以上続いている
花いっぱい運動。今月１４日には、春の花いっぱい
運動が行われます。
★シリーズ：図書館だより

5／27（土）～6／2（金）

●まちを花で飾ろう

KANI city インフォメーション

【本館】毎週月曜日、および５月２日（火）、４日（祝）、
　　　２６日（金）
【分館】毎週月曜日、および５月３日（祝）～５日（祝）、
　　　２６日（金）
※５月２６日（金）は館内整理日です。



　最近では、環アジア芸術交流展などに作品を出展され
るなど、世界各地での芸術交流活動を精力的にされて
います。初めて書道を手掛けられたのは、戦前のこと。
以来、６０余年の間、ライフワークとして続けてこられまし
た。
　取材に伺ったこの日、5月初旬に相応しい言葉をと、「清
風入梧竹」という字をその場で選んで書いていただき
ました。
　これからも、自分の好きな文字を自ら書で創作してい
きたいと語る澤野さん。「何事も自然体が一番。気負っ
ては力が入ってだめ。」と、筆を運ぶ体の動きはあくまで
軽やか。加えて力強さも感じました。

　白く小さな花を咲き誇るヒトツバタゴ。あざやかな新緑に
季節外れの雪が積もったように見えます。（久々利柿下入会）

市の人口　101,244人（男／50,410人　女／50,834人）　世帯数　36,360世帯　（４月１日現在）
　　　　　　（前月より152人減、昨年同月より486人増）

編集・発行／可児市役所　〒509-0292　岐阜県可児市広見一丁目1番地　蕁（0574）烝1111　蕭（0574）烋0345　URL http://www.city.kani.gifu.jp/

澤野正幸さん

ナンジャモンジャ

広報かには古紙配合率１００％・白色度８０％再生紙を使用し、
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。VOC成分

ゼロ 

表紙の人
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